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１． 研究計画の概要 
 
  本研究の目的は、近年経済関係の進
化に伴い、資源や環境負荷の移動の増大、
環境運動・NPO の相互交流等が急速に進
むアジア・太平洋諸国を中心に、広域的
な圏域を視野に納めた環境問題の関係
性、普遍性と個別性、問題の時系列的な
展開と空間的、領域的な関係性やイシュ
ーの連関の分析などを、｢環境年表｣の作成
という形で総合化、相対化した、比較環境社
会学的分析をめざすことである。 
 
 
２． 研究の進捗状況 
 
 1年目、2年目においては、主として各環境
問題別、各国別などの環境イベントに関する
資料収集に当たった。3年目は、前年度に新聞
記事データベース、文献資料、各国の環
境運動組織や環境関係行政機関等のウェ
ブサイトなどから収集した、環境問題や
事件の生起、環境法の制定や規制の施行
、訴訟や判決、経済主体の動向、環境関
係の条約、国際法、国際機関の動向等の
テキストデータを、体系的かつ有意味な
「環境年表」へと整序することに傾注し
た。それらは、まずトピック (イシュー )
別に、国内の事象を中心にして、海外の
動向とも時系列的に対比させながら整理
した。また、各国ないし地域単位での環
境関係の事件･事象を比較可能な形に整
理した。さらに、これらを統合し全体的
な重要事項を俯瞰しうる統合年表形式を
作成した。これらにより、たとえば東ア
ジア地域の諸問題の類似性などが相当程
度明らかにされた。  
 
 
３．現在までの達成度 

 
(2)おおむね順調に進展している。 
 
 現地調査およびデータベース等からの資
料集は順調に進み、それらを年表形式に編集
する作業も 3年目にしてほぼ当初の予定通り
進捗した。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 最終年度である今年度においては、500 ペ
ージを超える出版物として刊行する予定の
『環境総合年表』の最終的な項目や記述など
の調整、文献の確認とリスト化、索引の作成
などを進め、年度後半での刊行を目指す。 
 あわせて、今後の課題としての「国際環境
年表」の作成をめざし、英語化の試み、情報
未収集国の情報収集などに努めていく。 
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